平成24年8月31日
リトルワールドキャンプ実行委員会
リトルワールドキャンプ９
活動報告書
1. 私たちのミッション
静岡県には、様々な国の文化をもった方々が住んでいます。しかし、日常生活でその文化に接する機会はあまり多くありません。そこで、様々なレクリエーションを通し、子どもたちが異文化に興味を持ち、理解する場を作りたいという思いから始まったのが、リトルワールドキャンプ（多文化共生キャンプ）です。「私たちは多文化共生キャンプを企画・運営することによって静岡県内に住む子どもたちが身近な異文化との関わりを意識して、それを受け入れていけるようなきっかけを提供します」というミッションのもと毎年改善を重ねてキャンプを行っています。
2. 活動内容
今年度は2012年8月14日から16日までの3日間、静岡市井川少年自然の家で二泊三日のキャンプを行いました。参加者は小学校4、5、6年生の子どもたち28名（外国とつながりのある子ども6名、日本の子ども22名）、企画スタッフ18名、ボランティアスタッフ7名、サポートスタッフ4名、通訳1名、指導顧問1名、今年から新たに作られた中高生スタッフ10名（外国とつながりのある中高生8名、日本の中高生2名）の合計69名でした。1日目に、はじめましての会、大漁旗作り、野外炊飯、2日目にレクリエーション、ゲーム大会、キャンプファイヤー、3日目にウォークラリーとお別れの会を行いました。
～1日目～
はじめましての会では名札作りや自己紹介、大漁旗作りを行いました。名札には、このキャンプの間に呼ばれたい名前を書き、学校で呼ばれているニックネームを書く子も見受けられました。また、自己紹介は班ごとに行ったので、3日間共に過ごす仲間だという意識が生まれたと思います。自己紹介では、一週目でそれぞれが自分のことを紹介し、二週目には隣に座っている子の紹介をするという他己紹介を取り入れました。言葉の壁も感じられましたが、各班にいる中高生スタッフが通訳をしてくれたので、いい雰囲気で行うことができたと思います。その後の野外炊飯では、ブラジルの家庭料理である牛肉の煮込みと、韓国のお菓子ホットックを作りました。火の管理は大学生のスタッフが行い、子どもたちはホットックの生地を作ったり、野菜を切ったり、米を研いで炊く準備をするなどしていました。
はじめましての会　名札作り　　　　　　　　　　　　野外炊飯
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～2日目～
午前中には、レクリエーションを行いました。このプログラムでは、ポルトガル語やスペイン語のあいさつの紹介、アイスブレイク、○×クイズ、中高生スタッフの企画であるスタッフ探しとキャプチャーザフラッグというゲームを行いました。全体を通して、通訳をしてくださった方と中高生スタッフが活躍してくれた時間になったと思います。また、この時間だけの班も新たに作り、子どもたちは生活班以外の参加者とも交流することができました。午後には思う存分体を動かせるゲーム大会を行いました。障害物競争や、がっちゃんこ、にわとりといもむしという遊び、玉渡しなど、それぞれのゲームで順位をつけ、総合得点で全体の優勝を決めました。運動会のようで、各班優勝を目指して頑張っていました。夕方には、キャンプファイヤーを行いました。スタッフの出し物や、炎を使った実験、焼きマシュマロなど、子どもたちは普通とは少し違ったキャンプファイヤーを楽しんでいたようでした。
ゲーム大会・キャンプファイヤー
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～3日目～
最終日は、班ごとのウォークラリーと全体で列になって歩くハイキングを行いました。ウォークラリーではコマ地図というものを使い、子どもたち自身でコースから外れないようにその地図を見ながら進んで行きました。ハイキングでは、全体で一列になり歩きました。中高生スタッフが子どもたちの面倒をみる姿も見受けられました。その後のお別れの会では、子どもたち同士で連絡先を交換したり、頼まれてスタッフが子どものしおりにメッセージを書いていたりと、とても微笑ましい時間になりました。連絡先を交換したことでこれからも関係が続いていけばいいと思います。
リトルワールドキャンプ9　集合写真
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3. 事前準備
キャンプ前の8月7日の午前中に消防署のOBの方々に県立大学までお越しいただき、安全講習会を開いていただきました。参加したのは、企画のスタッフとボランティアスタッフです。もしもの場合に備え、AEDの使い方や止血方法などを教えていただきました。その日の午後には、中高生スタッフ数人も合流してリハーサルを行いました。
4. 中高生スタッフ
　今年からの試みとして、小学生の参加者よりも少し年上の中高生も「中高生スタッフ」として参加してもらいました。それぞれ生活班に入ってもらい、その班のお兄さん、お姉さんのような存在として動いてもらいました。また、2日目の午前中のレクリエーションでは進行を務めてもらい、それぞれの母語で全体に対して説明をしてもらいました。大学生が話しているときよりも、中高生スタッフが話している時の方が子どもたちは話に耳を傾けており、それがとても印象的でした。中高生スタッフは、毎年お世話になっている外国人学校の生徒や、私たちの活動に興味を持ってくれたスタッフの知り合いの子、インターネットを通して私たちの活動を知って連絡をくれ参加してくれたボストン在住の子や、自身が小学生の時に参加してくれていていた子などが務めてくれました。また、中高生スタッフには外国人の子が多く、全体として外国とかかわりのある子が16名、日本人の子が22名とこれまで極端だった参加者の比率が改善されたため、違う文化とのふれあいの機会も増えました。
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自由時間にブラジルの手遊びを　　　　　　　　　　中高生主催のプログラム
中高生の2人が教えてくれました　　　　　　　　　　　　　　　　　
5．改善点と今後の展望
　　参加した外国につながりのある子どもたちがブラジル・ペルー国籍の参加者のみになってしまった点に関して、募集をしたところが主に静岡県内に多くあるブラジル人学校に偏ってしまっていました。今後は、今年呼びかけを再開した朝鮮学校に加え、フィリピンなどより多国籍の外国人学校を対象として募集を行うことが必要ではないかと考えています。そうすることで、より多文化を意識したキャンプへと活動を広げていくことができると思います。また、ボランティアスタッフや中高生スタッフとの事前のやりとりがキャンプの間際になってしまい、コミュニケーション及び情報共有がまだ不足していた点も課題として残りました。早めの打ち合わせとこまめに連絡をとり合うことで改善していけると思います。　その他に、キャンプ本番に事前の危険予測及びそれに対する対応がしっかりと検討されていなかったところが多かったと感じました。今後のキャンプにおいては事前に危険予測をいろいろな視点から行い、それに対する対応をどうするのかを十分に考えていきたいと思います。また、その対処の仕方をマニュアルにまとめるなどしてすべてのスタッフが把握しているようにしていきたいと考えています。
　二泊三日、天候にも恵まれ、大きな怪我や事故もなく、無事に9回目のリトルワールドキャンプを終えることができました。協賛、支援して下さった皆様には深く感謝申し上げます。今後、ミッションにより近い団体へと成長していけるよう、日々の活動に一層力を入れて取り組んでいきたいと思います。
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